
そうぞうしたことを ふくらませて
おんどくを しよう！

『くじらぐも』 ぜんぶで ８じかん

①『くじらぐも』を よんで、 
かんそうを かく。

②がくしゅうけいかくを たてる。

③くじらぐもが 子どもたちの まねをした
りゆうを かんがえる。

④くじらぐもが 「がっこうが すき」と
    かんがえた りゆうを さがす。

⑤くじらぐもに のったときの こどもたち
の きもちを かんがえる。

⑥はっぴょうの おてほんを しる。
⑦はっぴょうの じゅんびを する。
⑧はっぴょうを ききあう。

○『 はなの みち  』 ・さしえを みて かんがえる ・とうじょうじんぶつ ・ 「 」（かぎかっこ）は はなしたこと。

○『おおきな かぶ』 ・うごきをつけて おんどく    ・とうじょうじんぶつ

まなんで きたこと

・「だれ」が 「どうしたか」 わかる

・ことばの まとまりや ひびきに きをつけて

おんどくする。

わかること・できること

・わかったことや かんがえたこと

を すすんで つたえる。

くふう すること
・ばめんの ようすに きをつけて よむ。

・とうじょうじんぶつの したことを

くわしく そうぞうする。

かんがえる こと


